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政
整
理
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#

切

.菩

兵

衞
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1

■

歐
洲
戦
爭
は
總
.て
の
方
面
に
於
て
前
古
？

有
の
大
規
模
を
極
め

？

m

&

云 

ふ
、!

^

て

も

無

き

所
f

が
、就
中

2

す
べ
き
は
其
戦
費
の
莫
大

f

、®;
肇

气

英

、佛
、題
、伊
、

量

H

2

g

戰
S

言

I

我
し

2

所
約
ニ
千

®

g

s

s

?

、且
つ

M

來

何

程
S

S

す

可

き

や

ほ
J

し
得
？

T

に
f

ず

と
f

、今

日

の

有

様

に

て

设 

笟
十】

ぇ
ノ 

(
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歲
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財
政
證
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論

E

戦
役
の
■泉
源
と
戦
後
財
政
整
理
策 

锻

十

號

ノ

こ

#

0
ほ

繼

緻

す

る
%

 

.の

V」

す
れ
ば
、今
春
五
月
に
於
て
英
國
は
一
日
^
^
六
千
藤
戰
佛
國
は
八 

.

千
五
，百
萬

.

法
、露
國
は
三
千
五
百
萬
留
、伊
太
利
は
三

¥

^

*

、獨
逸
ば
七
千

S

百
萬
麻
党
、塊
甸
國 

は
四
千

M
-
0
を
下

•

ら
ず
ビ

■

計
算
せ
ら

.

れ
、而
し
て
.此
一

.

日
平
均
戰
費
は
今
春
以
來
益

.

々
瑠
加
し
、
 

今
後

.

®

加
す
と
も
減
少
す
可
き
傾
向
は
存
せ
ざ
る
が
故
、假.ダ
ぎ
今
後
南
三
年
戦
爭
龜
續
す
る 

も
の
ビ
せ
ば
英
鲰
獨
の
諸
國
は
各
々
無
慮
千
億
圆
に
近
き

«

费
を
支
出
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る

_

 

な
ぅ
。而

し
て
今

1

!

1

ま

. ^

是
等
の
諸
國
が
各
々
數

1 1

偉
の
戰
費
を
調
達
し
た
る
其
內
容
は
政
府
の 

1

時
借
上
金
、大
，藏
省
瞪
券
、國
庫
債
券
、公
債
、增
稅
及
び

.

.

新
®

賦

，課
、古

領

地

課

徵

金

等

ょ

り

之

を 

支
辨
し
た
る

.

は
勿
論
な
れ
ど

.

も
，然
も
是
等

.

.

の，形
式
を
離
れ
以
上
の
戰
費
が
捻
出
せ
ら
る
、
實 

體
に
付
き
て

®

察
せ

.

ば
夫
は
國
民
の
富
力
に
在
ぅ

V」

云
は
ざ
る
を

#

ず
。
然
れ
ど
も
國
民
の 

富
力
と
云
ふ
名
を
は
頗
る
漠
然
た
る
言
葉
に
し
て
、少
し
く
之
に
付

&

て
硏
究
を
費
す
に
.#ら 

s r

れ
は
现

^

に
苦
ひ
の
點
少
な
か
ら
ざ
る
可
し

V」
信
^ -

。
何
ビ

.

な
.

れ
.

ば
世
人
が
通
常
國
&
の
 

實
體
な

$

と
信
ず
る
も
の
，
中
土
地
其
他
の
不
動
库
の
如
き
は
直
接
に
之
を
戰
费
に
充
當
し 

-

得
可
き
に
非
ら
ず
、是

寧

の

不

動
*

X

 

h

生
.

ず
る
生

'

産
■

物
，.

は
.

勿

論
- ®

爭
遂

.

行
の
資
源

j

に

供

し
®

.

可
し

.

と
羅
も
土
地
家
屋
其
物
は
之
を
外
國
人
に
賣
却
す
る
に

*

ら
ざ
れ
ぱ
以
て
«
爭
の
資
源 

.
に
供
し
得
可
き
に

f

 

f

也
。

.

又
.

正
貨
の

.

如
I

確
か
に
戰
梁
の
資
源
た
る
に
相
？

き 

も
然
も

'

交
戰
各
國
の
所
有
す
る
正
貨
の
額
は
戰
費

0 :

莫
大
な
る
に
比
す
れ
ば
九

I

.一
毛
こ 

だ
も

f

ざ
る
可
く
殊
に
獅
逸
の
如
く
，四
面
外
敵
の
爲
，め
に
每
圆
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
状

0 

に
茌
る
國

R

取

P

て
.

は
、假

i

に
百
億
の
看
を
所
持
し

?

ビ
す
る
も
外
國
ょ

6

戰
爭
の
爲 

め
に

I

な
る
各
種

.

の
資
料

I

入
す
る

乙

，レ
不

.

可
能
な
る
：可

U

O

次
S

國
说
過
去
の
け 

資
源
な
零
と
云
ふ
に
こ
は
確
か
に
或
程
度
ま
で

'
有

力

な
る
戰
爭
の
資
源
た 

ゃ
€

ふ
可
ら
ず
。
然
れ
ど

.

.も

_

民
の
貯
蓄
に
も
亦
限
ぅ
あ
ぅ
、吾
人
は

®

も
f

意

味
に
於 

I

 

?

 

7

ァ
許
を
烟
釋
し
歐
米
諸
國
が
諸
外

H

.

R

投
下
し
つ
、
あ
る
資
本
の
如
き
皆
之
を
.國 

貯
蓄
の
一
部
當

f

す
る
と
し

J

之
れ
亦
數
年
に
亘
る
の
戰

f

支
持
す
る

' 

K

足
ら
ざ 

I

勿
論
、

t

の
如
き
大
規
模

.

の
.

戰
爭
を
遂
用
す
る
爲
め
に
は
僅
か
に

一
年
の
經

f

も
.支 

辦
す
る

.

に，足
ら
ざ
る
を
思
は
ざ
る
可

£

ず

。

m a m

teeeae

ば 

か

b 

多 
大

な 

る

戕 ’

»

D

f t

I

I

I 

>

I

民

來
し
て
然
ら
ば
，か
ば
か

i

大
な
る
戰

f

湯
は
何
處
に
在
り

J

」

云
ふ

£

1

f

卷

(

ニ

I

I〕

諭

說
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戦
奴
の
-

I
と
戦
後
財
1
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笫
十
' .

怨

(
一

ニ五.
四)

.

論
輯
戦
敕
の
麻
源
と
戦
後
財
政
整
理
策

.
，

m

十钺 

四

日
冷
の
注

'
産
^

物
な
6.
 

V
J

答

I

ざ
る
を
得
ざ
る
な

.C
V。

此_

係
は
獨
逸
の
如
く
外
敵
の
®
め 

に
包
圍
せ
ら
れ
た

.

る
か
如
き
狀
態
に
在
る
國
に
就

&

て
觀
察
せ
ば
最
も
明
瞭
な
る
可
し
。
即 

ち
獨
逸
は
戰
發
開
始
以
來
米
國
に
於
て
公
僙
を
慕
集
し
た
る
己

V」

な
き
に
，亦
ら
ず

V
J

雖
も
然 

■

も
其
額
•.

は.

全
軍
盤
中
の
極
め
，て
些
細
..な
る
部
分
を
占
む

る

に
過
ぎ
ず
し
て
其
跟
赀
の
殆
ど
全 

剖
は
自
國
內
に
之

? :

求
め
ざ
る
を
得
ざ

-C
S

し
な
L
y
o

而
し
て
今
日
ま
で

^

^

の
®

し

iV

る
r r 

■'
ば
四
百
億
圆
に
逛
す
る
次
第
に
し
て
獨
逸
國
內
に
存
在
す
る
正
貨
游
く
は
各
稱
の
貯
蒂
等
を 

合
黛

.

す
る
も
到
底
此
金
额

R

達
す
る
能
は
ざ
る
は

I

見
明
白
な
る
可
し
。
管
て
獨
逛
の
藏
切 

/ a
i

しD
r.  

H
e

lffe
iic

h

は
獨
逸
國
民
每
年
の
所
得
を
四
百
三
十
偉
麻
克
»
逸
國
民
の
全
财
產
を 

三
千
西

.

像
麻
克
、每
年
純
財
產
增
加
额
を
八
十
偉
乃
至
八
十
五

.

億
麻

'
克.V

J

算
定
し
た
り
。
今
此 

數
字
を
大
體
に
於
て
間
違
な
き
も
の
ビ
し
て
立
論
せ
ん
に
、前
述

0

如
く
獨
逸
一
日
の
戰
礙
は 

咋
今
七
千

.

三

西

^

麻

克

を下
ら
ざ
る

が
故

一

年

間

に

於

て

は

少

く

と

-も

 

一
一W

六

十

^

®

麻

克
 

を
必
喪
ビ
す
可
し
。
然

.る

に
同
國
每
年
の
财
產
純
增
加
额
は
八
十
.億
乃
至
八
十
五
億
麻
克
を 

出
，で

ざ
る

i
の
ビ
す
れ

.

ば
、差
引
き

W

A

十
億
麻
克
の
不
足
を
生
ず
る
計
#
な

り
o

然
れ
ど
も 

前
揭

.

へ' 

ル
フ
リ
ツ
ヒ
の
計

M

は
平
時
に
.於

け

る

も

の

な

る

が
故
、
戰
峙
に
‘於
て
は
有
ら
ゆ
る
方

面
の
消

®

に
.

太
々
的
節
約
を
加
へ
つ
、
あ
る
次
第
な
れ
ば
總
年
收
中
よ
，ぅ

®

ら
に
多
く
の
削 

合
‘

に
'

於
て
戰
费
に
供

.

し
得
る
部
分
增
加
す
べ
き
替
な
り
。
即
ち
へ
ル
フ
グ
ッ
ヒ
は
總
年
收
約 

四
11

三
十
億
麻
克
中
よ

i

時
に
於
て
は
三
百
四
五
十
億
麻
克
は
消
耗
せ
ら
れ
其
殘
额
八
十 

億
乃
至
八

.

十
五

' 

億
麻
克
の
：み
國
民
財
產
の
純
增
加
额

S

算
定

し

た

れ

ど
も
，今
日
の
如
き 

戰
時
に
於
て
は
衣
食
住
の

.

有
ら
ゆ
る
方
面
に
大
節
約
を
加
ふ
る
の
結

/
S

著
し
く

I

般
消
费 

額
を
減
少
し
て
總
收
入
の
約
年
额
は
軍
事

0

爲
め
に
費
し
得
可
き
.も
の
と
想
像
す
る
も
敢
て 

過
當
：に
あ
ら
ざ

る
可

き

也
。

即
.ち

每

年

ニ

百

ニ

三

十

億

麻

克

の

堪

事

费

負

擔

カ

は
»

逸

國
民 

に〗

在
す

る
も
の
S

め
ざ
る
を
？

、

君

現

S

逸
.は

一
日
七

.

千
|

萬
麻
克
の
戰
费
を 

支
#

し
つ
、
あ
る
を
以
て
見
れ
ば
此
割
合
以
上
に
一
般
的
消
費
を
節
約
し
て
戰
费
に
充
當
し 

つ
、
3

グ
も
の

^

i r

定
せ

ざ
る

? :
#

ず
。

即
ち
彼
の
飲
食
物
節
用
令
の

勵
行
の
如
き
或
は
一 

般
日
用
品

Q

5

使
用
に
關
し

V

I

政
府
よ

.

6

下
？

ら
れ
た
る
切
符
を
以
て
す
る
の
外 

之
を
禁
此
し
忍
て
出
來
得

“

民
の
消
费
を
節
約
せ

.

し
め
ん
ビ
努
力
し

0

ゝ
あ
る
決
し 

て
化
然

.
に
#

ら
ざ
る
を
知
る
可
き
也
。

U
J  

.

■m
'
T
l

卷
：.

(

一ニ 
S

)

論 

' 

說-

戦
著
娘
：
f
.

戦

後

財

政

盤

獲

：
.

.
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十
號
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ニ
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赀
の
焱
源
と
戦
後
財
政
整
理
策 

彷
卜
號 

U、

今
日

_
:洲
列
國
が

一

年
數

.百
..

億
圆
の
堪
费
を
必
，恶
と
す
る

.以
上
は
之
に
.對
す
る
正
貨
の
比 

例
ば
' ®

め
て
微
少

‘な

る
や
云
ふ
ま
で

も

な
し
。
徂
し
此
.戰
爭
中
貨
幣
は
代
價
の
尺
度

S

し
て 

興
働
を
爲
す
^
で
に
し
て
國
民
が
何
程
の
生
產
を
爲
し
つ

 
> 

あ
..C
S

や
。
将
た
可
、
パ

^

M
货 

事

*

の
負
擔
に
'任
じ
た

6

や
等
吵
點
に
關
し
、貨
幣
の
名
目
に
於
て
之
，を
計
®
す
る
に
過
ぎ
ざ 

る
な
り
。
此
關
係
亦
獨
逸
の
如
き
封
鑛
的
狀
腺
の
下
に
在
る
邦
に
於
て

_

も
明
甶
忙
贴
&
す 

るM

 

V
J

を
得
可
し
。
蓋
し
外
國
ょ
り
物
資
の
供
給

?:
得
る

N
T

と
極
め
て
困
雛
な
る

今
：！：

り
^
 

逸
は
其
代
偾
と
し
て
ー
止
貨
を
海
外
に
支
拂
ふ
の
必
喪
亦
少
な
き
が
；故
、對
外
關
係
に
於
て
貨
慘 

&

丹
の
機
會

Jr
る

局

限

せ

ら

る

/'.に

至-
^̂

る
の
み
な
ら
す
、國
內
に
在
ぅ

.て
T

p

a

sの
®

^
 

す
る
所
は
衣
食
往
其
他
生
活
の
必
需
品
其
物
に
在
ぅ
て
貨
幣
其

.物
に
非
ざ
る
な
り
。
唯
政
啷 

ビ
箇
人

V」

の
關
係
及
び
箇
人
相
苴
の
關
係
に
於
て
貨
借
又
は
賣
買
行
爲
を
な
す
に
當

i

價
格 

の
標
準
と
尺
.度
な
か
る
可
ら
ず

。
.此
目
的
の
爲
め
に

一

定
の
通
貨
は
勿
論
必
要
な
れ
ど
も
然 

も
を
は
'敢
て
多
额
を
要
せ
ざ

-6
や
勿
論
な
る
可
し
。
殊

k

政
府
ビ
國
民

V
J

の
間
に
在

.

C
N

て
は 

何
某
が
何
百
圆
，の
價
値
あ
る
物
資
又
は
勸
勞
を
政
府
に
提
供
し

^

A VJ

の
其
事
實
を
だ
に
明 

.か

に

な

し

置

く

に

於V

は
夫
れ
に
て
事
足
る
次
第
に

し

て
、政
苻
の
募
集
し
穴
.る
公
債
劳
し
く

る 可

.

.

:

.

.

〜

. 

. 

洗

は

其
徵
收
し

t

 

s

 

Q

如
1

1

國
民
ょ

i

 
5

H

:

徵

收

す

る

も

ミ

外

な

一

倉

る

を

知

m

而

し
て
此

物
資

中
に
は
過
去
の
生
産
の
結
果

J

I

の
如
き

5

一
 

弃
分
を
占
む
る
や
疑
な
し
と
雖
も
、然
も
斯
の
如
き
は
、戰

#

發
生
後
幾
干
な
ら
ず
し
て
消

費
し
塗

3

れ
現
に
役
立

.ち
つ

，
ぁ
る
も
の
は
現
在
忙
於
.け
る
國
民
の
生
產
及
び
動
勞
左
る

く
將
來
に
於
て
役
立
つ

.可
き
は
將
來
に
於
け
る

2

S

び
S

に
外
な
ら

f

斷
S

 

t

得
ざ
る
な

K
y
o 
-

.

果
し
て
然

&

ば
吾
人
は
古
來
經
濟
學
者
が

」

國
に
於
け
る
國
富
增
加
め
原
因
と
認
定
し
た 

F

の
の
も
將
左

4

囘
の
負
含
大
戰
役
の
戰
費
の
依
て
拾
出
せ
ら
る
、
其
泉
源
も
同

j.

物 

に
し
て
敢
て
異
る
所
あ
ら
ざ
る
を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
な

P
O
例
へ
ぼ
ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス

i

屯 

富
调
論
の
緖
言
中

£

て
#

働
は
各
國
民
が
國
富
を
生
產
す
る
泉
源
な
故
に
國
富
の

f

 

?

 

i

王
ビ
し
て
勞
儆
の
生
産
力

•

如
何
に
依

6

て
定
る

S

斷
定
ず
る
を

’

得
可
し
。

換
言
す
れ
ば 

國
民
が

.

其
勞
働
を
刺
用
す
る
智
識
、熟
練
、適
切
と

' 

生
産
に
從
事
す
る
國

.

民
の
數

€

は
I

の
增 

加
に
與
て
最
も
力
あ
る
も
の
な

b
」

V
J

稱
し
た
る
が
如
き
、®
&
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ゲ
ス
ト
が 

其
著
國
民
經
翁
論
中
に

：
.

於
て

.

'

. 

..
、

策
十

i

卷

(
1
1
1

玉七)

論

，
說

發

S

淑
と
戦
後
財
政
證
策
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u
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o
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O
d

e
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d
u

rc
h
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e
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g
d

a
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s
s

e
r
e

 

K
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g
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v
e

r
K

e
s

 

w
o

r
d

s
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im
m

e
r  

h
a

t  

e
s

 

a
b

e
r  

e
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e
n

 

g
r

o
s

s
e

n
H

e
ii  

s
e

in
e

r  

p
r
o

d
u

s
v

e
n

 

J
k

r

p»fte

 

g
e

re
tte

t”

 

u
n

d
 

s
o

 

g
e

p rn
g

te

 

s
c

h
n

e
ll  

w
ie

d
e

r  

z
u

 

e
in

ig
e

m

 

W
O

M
S

ta
n

d
、

ビ
稱
し
た
る
が
如
き
確
か
に
古
今
を
通
じ
て
誤
う
な
き
眞
理
に
し
て

何
程

n

m
の
國
富
を
擁 

す
れ
ば

‘

ど
て
新
た
に
之
を
增
殖
す

’

る
力
の
活
動
せ
ざ
る
に
於
て
は
久
し
か
ら
ず
し
て
^
耗
し 

0
さ

る
’ 

>

 

に
军
る
可
き
な
ム
。

3

れ
ば
今
囘
の
»
洲
戰
爭
の
如
く
長
き
期
間
に
渡
^
て
非
常 

に
巨
額
の

.

費
用
を
必
要
と
す
る
が
如
ぎ
場
合
に
は
過
去
に
於
て
菩
樹
し
た
る
所
の
も
の
、又
は 

現
在

其
■抱

有
す
る
所
の
物
資

其
も
の
ょ
う

も
寧
ろ

現
在
及
び
將
來
に
於
て
生
產
せ
ら
る
可

&

 

資
力
.

の
遂
行
を

■可
能
な
ら

し

^

る
興
泉
源
な

^c\

と
斷
せ
ざ
る

5r
得

^

る
な

b

。
殊 

に
戰

#

が
*

弓
け
ば
.長
引
く

程

生
產
力

其
物
に
依
賴
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な

，う
。

四

菩.

人
味
旣

.

に
戰
爭
關
始
の
當
初
に
於
て
こ
を
非
常

..
準
備
金
其
他
國
民
の
過
去

k

於
て

.

集
a

し
ナ
る
貯

W

等
代

*

6

て
*

費
を
'調
達
し
た
れ
ど
も
，歲
月
を
經
る
に
從
ひ
多
々
益
々
現
狂
及 

び̂
^

來
の
生
產
カ
に
依
賴
し
て

®

^

? :

繼
續
す
る
の
外
な
き
こ
ビ
ヒ
論
述
し
た

P
O
然
も
姆 

逸
國
民
の
如
§
現
に
其
年
收
總
额
の
過
半
を
ば
戰
爭
の
爲
め
に
使
用
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
の
有 

檬
な
す
ば
之
ヵ
爲
め

|

般
國
民
の
日
常
的
消
费
が
總
て

Q

方
面
に
於
て
非
常
に
制
限
せ
ら
る 

へ
R

至，.

ぅ
し
こ
と
又
病
然
に
非
ら
す
。
而
し
て
日
頃
生
活
程
度
の
極
め
て

.

低
き
國
、民
は
一
日
一 

0
0
あ
る
場
合
に
.於
て
も
、節

約

の

餘

地

を

有

せ

h
.

る
が
故
.忽
ち
餓
死
に
陷
ひ
ざ
る
を
得
ず
ビ 

S

も
今
丨

0

I T
•

' #
■

#

國
段
は

. 0

頃
生
活
の

.

程
度
高
§
が
故
今
囘
の
如
き
場
合
に
日
頃
の
其
消 

费
し
た
る
物
資
を
割

&

て
、戰
爭
の
爲
め
に

« •

用
す

る
の
餘
埤
亦
多
き
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得 

す

坩

ち

獨

逸

：國
民
ヾ
の
財
產
年
純
增
加
额

.

が
八
十
乃
至
八
十
五
儎
麻

3 K

攻
0

と
箅
せ
ら
る
、
 

舴
ら
ず

A

 

く
四
瓦
三
十
億

S

克
の

M

年
收
ょ
ぅ
ニ

 

_

w

.

六
'七
十
億
麻
克
の
物
資
を
擒
出
し
て 

戰
费
に
供
し
得
る
所
以

な
i

而
し
て
此
關
係
は
獨

6

獨
.

逸
に
於
て
の

か

な
ら
、ず
、英
怫
萨
堞 

• 0

諸
國

.

皆
同

一
’

狀
態
：に
在
る
も
の
と
想
像
す
る
を
得
可

&

な
り
。

K

 

く
て
各
交
戰
國
共
に
國
民
生
逄
の
大
部
分

. 5
:

傾
注
し
て
軍

*

に

供

し

®̂:
费

は

主

ビ

し
 

て

公

偾

の

形

式

に

為

ぅ

つ

、

ぁ
る
次
第
な
れ

.

ば
開
戰
後
日
を
經
る
に
從
ひ
公
債
の

®

は
各
® ! 

もi
.

1

奋

(

ニ
5

九〕

論

說

戦

^

Q
.

城
姆
と
戦
後
財
政
整
现
策
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諭
訛
戦
役
の
產
と
戦
後
财
政
整
理
策

 

$

M

一
 

〇 

S

に
，非

常
0 '

£

.

镕
に
上

h

今
後
も
其

.

增
加
率
の
低
'下
す
る
が
如
き
こ
と
萬
あ
る
可
ら
ざ
る
な 

>

9
 

0

.

, 

3

れ
ば
顺

#

.

終
結

.

後
に
至

6

て
各
國
财
政
上
の

「

大
問
題
と
な
；る
可
き
は
實
に
此
跟
事
公 

債
を
除
き
て
他
に
あ
る
可
ら
ざ
る
な

6

。
例
へ
ば
獨
逸
の
如

&

少
く

,」

も
六
七
百
®
の
公
傲 

を
負
擔
す
る
に
至
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
き
所
な
る
が
、其
善
後
策
は

*

し
て
如
せ
に
す
可
き
ぞ
，
 

最
^

»

逸
國

K

は
戰
费
は

«

て
之
を
敵
國
伽
ょ

办

償
金
と
し
て
支
娜
は
し
む
る
の
覺
險
を
以 

て
戰
爭
を
繼
績
し
來

&

た
>

9

ビ
雖
も
然
も
斯
の
如
き
は
聯
合
軍
侧
が
絕
對
に

ff
i

服
せ
ら
れ
了 

り
た
る
曉
に
非
ら
ざ
れ
は
不
可
能
な
る
所
に
し

て
、今
や
其
希
望
も
水
泡
に
歸
し
、

獨

逸

侧

ょ
0

 

a i

ん
で
i >

.

ぉ
合
：無

{!
?

償
の
平
利
就
結
を
希
望
す
る
の
有
樣
な

5

。
故
に

.

今
日
の
現

K

ょ
う
多 

，く
の
進
展
を
見
ず
し
て
戰
爭
終
結
す
る
も
の
ビ
せ
ば
各
國
は
互
に
其
費
し
た
る
戰
费
を
自
ら 

負
擔
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
に
至
る
可
き
な
う
。
然
も
其

E

額
な
る
公
債
の
利
拂
は
各
國
共
に
； 

常
.

の
困
雛
を
感
ず
る
所
な
る
や
疑
ふ
可
ら
ず
。
吾
人
の
想
像
を
以
て
す
れ
ば
尋
常
手
段
を
以 

て
し
て
は
到

&

其
負
擔
に
堪
ゆ
可
ら
ざ
る
や
昕
か
な
れ
ぼ
恐
ら
く
は
各
國
典
に
^
&
公
跤
こ 

‘ 

_

し
て
多
額
の
租
税
を

®

し
、興
收
入
を
以
て
公
債
の
利
子
拂
に
充
當
す
る
に
至
る
な
ら
ん
ビ 

信
ず
。
荷
ほ
獅
逸
の
如

&

H

柄
に

.

在
う
て
は
公
債
整

.

理
め
名
目

- 0

下
に
倍
も
我
《
の
所
謂
舊

奮
潜
塞
券
霞̂

^

^

f

^

^

l

t

公
僙
の
如
く
瓦
圆
の
公
债
に
對
し
侮
年
ニ
三
圆
の
金
額
を
交

.i t

し
四
五
十
年
後
に
至
办
元
卞 

を
消
.滅

せ

し

む

る

の

手

段

に

出

づ
I

こ
と
な
し
と
云
ふ
可
ら
ず
。
斯
の
如
き
は

元

本

又
は
利 

子
の

1

,

好
を
沒
收
す
る
％
の
に
外
な
ら
ず
と
雖

4

非
常
の
場
合
に
於
て
は
敢
て
爲
し
雛
§
所 

R

非
ら
ざ
る
可
し
。
殊
に
獨
逸
は
海
外
に
於
て
公
債
を
慕
集
す
る
こ
ビ
極
め
て
少
な
か

6

し 

關
係
上
典
一
.
部

沒

飛

の

如
^

は
單
に
國
內
的
關
係
に
止
ま
る
が
故
比
較
的
實
行
容

'

易
な

6

ビ
 

云
2

を
揭
可
し
。

.而
し
て
政
府
が
一
一
旦
.緩

急

あ

る

の

場

合

に

其

信

用

に

懸

け

て

借
6

出
し
た 

る
公
憤
の
一
部
を
浚
收
す
る
が
如
き
は

#

常
の
不
櫸
義
に
し
て
、⑽
率
に
惡
影
響
を
を
及
す
こ 

ビ
勿
論
な
り
と
雖
も
，然

も

實

際

政

治

の

上

，に
於
て
斯
の
，如

き

は

古

來

各

國

の

歷

史

に

敢

て

珍 

し
か
ら

'ru

る
所
な
れ
ば
、必
ず
し
も
其
絕
對
に
之
を
行
ふ
も
の
な
し
と
云
ふ
可
ら
ざ
る

&
。

家 

に
一
定
の
年
期

‘

內
政
府
ょ
ぅ
利
子
を
支
給
し
て
其
册
間
を
過
ぐ
れ
ば
元
本
は
消
滅
し
た
る
も 

の
ビ
見
做
す
が
如

§

立
法
は
寧
ろ
起

$

得
可

§

所
な

&

ビ
認
め
ざ
る
を
得
ず
。
殊
に
戰
炎
一 

般
民
衆
の
勢
カ
墦
加
す
る
に
從
ひ
其
犠
牲
を
以
て
一
部
富
豪
輩
の
公
«
利
子
と
し
て
多
大
の 

分
配
に
供
す
は
不
當
な

6

ヒ

す

る

の

感

念

漸

く

增

加

す

可

き

が

故

、五
ロ
人
は
公
債
の
一
部
沒
收

ヵ

然

ふ

ざ

る
咬

で
、

之

に

多

大

の
f

f

l
 

^

 

^

 

W

M

b

v

以
て
事
實
上
公
債
®
國
家
に
對
す
る
負 

姑
十
一
餘

(

•
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論

説

發

の
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と戦後財政整理策
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バ

說
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策
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第
十
號 

一
二 

：

擔
を
大
に

.

輕
減

'

す
る
の
方
針
を
取
る
の
國
家
必
ず
多
き
に
至
る
：こ
と
を
信
ず

る、も
の

.

な
-̂。

然
ら
ず
む
は
多
く
の
交
戰
諸
國
は
戰
後
殆
ん
ど
破
産
す
る
の
外
途
な
か
る
可
き
也
。

五

i r
-

0

終
結
後
に
公
懷
の
繼

0

が
各
；國
诩
政
方

- #
1

の
根
本
た
る
可
き
と
同
時
に

‘

吾
人
は
官

^

 

の
範
圆
大
に
增
加
す
る
に
至
る
可
し

k

想
像
せ
ざ
る
を
得
ず
。
蓋
し
戰
帮
圈
始
以
來
各
.國
共 

に
政
府
が

.

生
產
界
交
通
機
關
等
の
上
に
干
涉
を

‘

試
み

*

く

は

民

間

ょ

ぅ

之

?:
政
府
の
手
に
移 

し
た
る
も
の
極
め
て
多
し
。
即
ち
海
上
保
險
、船
舶
統

一 .、

運
賃
制
限
、最
高
物
價
の

.

制
限
等
ょ

'

 

i i
^

^

f l
n

p r
s l
• &

;3
f

f

等
政
府
が

.

直
接
經
營
す
る
に
至
り
し
も
の

*

く
は
嚴
重
な
る
政
货
の

®

 

督
0

下
に
民

K

に
經
營
せ
し
め
.
つ 

> 

あ
る
も
の
颇
る
多
數
な
る
は
世
間
周
知
の
事
實
な

々
o
 

而
し

.

て
此
惰
勢
は
必
ず
平
和
囘
復
の
後

K

咬
で
及
ぶ
.べ
き
は
多
く
疑

? :

容
れ
ざ
る
所
に
し
て
、
 

勿
論

.

今
日
實
行
し
つ

a

あ
.

る
官
營
獨
占
の
多
く
は

, ®

び
民
營
に
復
す
可
く
又
政
府
の
干
渉

、m

 

眼
、禁
遏
等
も
廢
止
せ
ら

る

ゝ

，

も

の
多
か
る
可
き
は
想
像
に
難
か
ら
ず

V」

雖
も
然
も
大
局
に
於 

.

て
は

_

戰
：爭
開
始
以
前
に
比
し
各
國
典
に
官
業
若
く
は
國
有
方
針
を
保
持
す
る
も
の
多
§
に
至 

.

る
可
し
ど
思
考
せ

^

る
を
得
ず
。

.

斯
く
て
戰
爭
の
繼

«

す
る
其
間
に
官
業
の
素
地
は

H

に
^

す
く
養
成
せ
ら
れ
つ

'

あ
る
の
み
な
ら
ず
、戰
後
財
政
整
理
の
一
端
ビ
し
て
又
之
に
捉
»
士
 

る
の
傾
向
必
ず
や
增
大
す
る
に
至
る
可
し
と
考
へ
ら
る
。
蓋
し
官
營
に
移
し
政
府
の
勒
占

ダ 

な
す
に
於
て

.

は
民
營

R

ff
i

せ
之
に
相
當
の
課
說
を
爲
す
ょ
キ
も
巡
か
に
多
額
の
收
入
を
政
啦 

の
手
に
收
む
る
を
得
可
け
れ
ば
な

6

。
現
に
獨
逸
に
在
キ
て
は
今

H

已
に
卷
瘦
草
及
葉

び 

煙
草
、加
里
、特

®

酒
類

^

び
石

il
t

l

、石
炭
の
採
掘
及
腴
寶
、電

M

、保
險

m

等
に
，就
き
て
之
を
國
有
咖 

占
た
ら
し

.

め
ん

'

ど
の
議
論
を
爲
ず
も
の
少
な
か
ら
ず
。
之
ビ
同
時
に
郵

I E

電
信
等
を
^
こみ 

府
の
手
に
移
し
つ

S

あ
る
諸
國
に
於
て
は
其
料
金

.

を

引

き

上

げ

て

以

て

國

«|
の
没
入
を
す
加 

す
る
の
手
段
を
講
ず
可
き
枕
之
れ
亦
疑
な
き
所
に
し
て
、元
來
此
種
文
化
の
促
進
及
啓
發
を
ロ 

的
と
す
る
事
業
の
费
用
を
增
加
す
る
は
尤
も
面
白
か
ら
ざ
る
所
な
れ
ど
も
、然
も
一
面
に
於

イ 

國

家

非

常

の

財

.政

雛

に

處

す

る

爲

め

に

.は

其

引

き

上

げ

も

亦

止

む

を
#

ざ
る
所

.

に
し
て
、多く 

之
に
反
對
す
る
の
理
由
な
か
る
可

&

な

, 

眼
玆
に
間
題
を
生
す
る

’

は
政
府
の
獅
占
可
な
ら
ざ
る
に
非
ら
ず
ヮ
然
吖
ど
も

^

に
^
民
の 

經
營
に
係
る

•

事
業
を
政
府
の
手

.

に
移
す
爲
め
に
は
無
償
に
て
之
を

.

奪
a

去
$

，
べ
き
に

g

ず 

必
ず
や
一
定

•

の
代
價
を
之
に
支
拂
は
ざ
る
可
ら
ざ

.

れ
ど
も
其
代

«

は
如
何
に
し
て
之
を
«
龙 

•

館
十一

卷

(

一二六，三

)
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說
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戦
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政
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戦

奴
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齒

と

戦

後

财

政

盤

麗
 

第
十
號 

一
四

す
可

&

や
。
普
通
の
場
合
に
於
て
は
公
債
發
行

^

.

p

x

其
»

金
を

_

達
す
：る
の

S

な
.れ
ど 

も
旣
に
軍
事
公
債
の
驚
く
可
き
哀
额
に
達
し
た
る

.

其
後

.

に
於
て
，敗

.

府
：が

M

,

 

&

R

官
.營
事

M

の 

公
f t

を
象
集
す
る

¥

の
至
雛
な

.

る
を

M

.

.

は
ざ
る
可
ら
ず
。
故
に

'

官
營

»

占
も
結

^

或
：程
唆
ま 

で
の
事

K

し
、て
如
何
に
此

.

戰
锻
中
國
家
經
'營
の
風
習
盛
ん
な
る
に
至

6

た
れ
ば
と
て
、一
部
論 

潘
の
主
張
す
る
が
如
く
無
.制
限
に
官
業
獅

.

占
の

i

w

行
せ
ら
る
可
き
に
非
ら
ざ
る
な
り
。

.

J

S

.

1
,

人
或

.

は
戰

.

後
に
於
て
交
戰
諸
國
は
«
に
增
桃
を
爲
し
て
以
て
財
政
整
理
を
遂
行
す
る
に
至 

る
可
し
と
云
ふ
も
の
あ
然
れ
ど
も
戰
後
に
於
て
潜
视
し
得
る

-

も
の
は
.今
日
旣
に
增
稅
せ 

ら
れ
寧
ろ
非
，常
特
別
の
場
合
な

' 

る
が
故
人
民
其
負
擔
を
忍
び
つ
、
あ

A

と
*

も
一
旦
平
»
囘 

復
の

_

に
は
到
底
其
繼
績
を
許

5

^

る
が
如
き
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
を
認

.

め
ざ
る
可
ら

す
。 

故
に
戰
後
に
於
て
は
寧
ろ
減
稅
の
傾
向
あ

.

6

と
云
ふ
を
得
可

§

乎
。
但
し
關
稅
は
牝
冽
外
に 

し
て今

：：：

の
交
戰
諸
國
は
戰
爭
の
：遂

行

に

必

要

な

る

物

資

は

關

雄

を

免
i t

し̂

く
は
非
常
に
，
 

之
を
低

.

減
し
て

®

に
其
輸
入
を
訃
ぅ
つ

.

、
あ
る
が
故
、平
和
囘
復
の
後
に
至
ら
ば
必
ず
之
を
復 

舊
す

.

可
き
の

.

み
な
ら
ず
。

內
.地

產

業

の

保

讓

V」

國
庫
に
：收
入
を
得
る
ヾ

」

の
兩
目
的
の
爲
め
に

各
«

共
に
大
に
之
を
引
き
上
ぐ
る
僦
向
あ
ぅ
ミ
想
像
す
べ

§

理
由
あ
{
。
然
れ
ど
も
各
國
可 

程
典
關
稅
を
引
き
上
げ
た
れ
ば
と
て
之
に
由

i

て

軍

事

怂

偉

の

刹

'#
の

十

が

一
に
充
當
七
得 

る
や
咨
や
疑

.

問

f
 

^
云
は
ざ

'

る
? :

得
ず
。

斯
く
て

.

增
稅
も
、官
業
獨
占
も
、將
た
軍
事
公
債
の 

1

荀
沒
收

4

依
-

て
以
て
戰
後
の
.財
政
整
理
を
遂
行
す
る
に
充
分

な
ら
ず

ヾ

」

せ
ば

今
日
の
交 

戰
諸
國
は
戰
後
に
至

A

て
唯
破
産
す
る
の
外
無
か
る
可
き
が
如
し
。
而.し
て
吾
人
の
想
像
を 

以
て
す
れ
ば
交
戰
諸

®

か
戰
後
其
破
產
を
免
る

> 
0
途
は
唯
一
あ
る
の
み
。
他
な
し
嗤 

の
大
削
減
を
斷
行
し
て
從
來
各

'

國
が
陸
海
軍
事
费
の
爲
め

R

费
し
ぬ
る
國
費
の

§

ん
ど
全

$

 

を
擧
げ
て
之
を
軍
事
公
債
の
元
本
及
び
利
子

_

ひ
に

*

當
す
る
こ
ビ
之
な

h

o

最
初

®

逸
は
今
囘
の

.戰
部
に

*

し
^

る
其
費
用
は
總
て
聯
合
國
侧
ょ

A

償
金
を
徵
し
て
之 

を
償
ま
す
可
し
ビ
思
考
し
た
り
。
然
も
今
や
殆
ん
ど
其
空
聲
た
る
識

b

ya
力
が
如
く
、無 

併
合
無
賠
偾
を
基
礎
と
し
丫
平
和
の
囘
復
を
求
む

'る
に
燋
慮
し
つ
、
あ
ぅ
。

英
佛
諸
國
も
今 

春
獨
帝
の
平
和
提
唱
に
對
ず
る
返
答
中
に
、獨
逸
侧
が
戰
爭
の
華
牲
を
賠
償
す
る
に
非
ら
ざ
れ 

ば
平
和
を
締
結

.す
る
も
の
に
非

A

ざ
る
靠
思
を
表
明
し
た
办
。

.

.然

.れ
ど
昨
今
苑
佛
諸
國
も
亦 

獨
逸
ょ
ぅ
償
金
を
•徵
收
す
る
'0
■不
可
能
.な
る
を
覺
る
ほ
至
：心
た
る
こ
ビ
、
傭
せ
ら
る
。

合
衆 

•
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十
一
卷
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論
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,
戦
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と
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後
財
政
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準
蹲
？'

一.五.
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• 
0

魏
.

戦
赞
の
泉
源
と
.戦
後
財
政
雙
51
策
. 

辩
十
铖 

'一
六

國

H

至
ヶ

.

て
.

は
單

'

に
世
界
平
和
の

'

攪

働

者

た

辛

獨

逸

：の
寧
國
政
治
ビ
カ
ィ
ゼ
ル
、「

派
の
、̂

險 

分
子
を
一
掃
す
る
を
以
て
戰
举
の

.
0
的
な
b

.

ビ

稱
し
、
一
寸
の
領
土
も
一

卵
の
偾
金
を
も
求
ひ 

る

も
の
に

非
ら
，ざ
る
を
大
銃
領

0
會
一
戰
布
.吿

中
に
明
白
に

し
^

6
。
流
石
米
國
は
最
後
に
戰 

爭

に

參
加
し
た
る
だ

け
に
前
途
を
逄

«

す
る

.

の
餘
裕
あ

^

し
も
の
と
云
ふ
を
得
可
し
。

吾
人
は
戰
爭
の
前
途
如
何
に
發
展
す
る
や
は
知
ら
ざ
れ
ど
も
早
晚
締
結
せ
ら
る
可
き
典
平 

和
は
必
ず
や
相

s

R

無
償
金
を
條
件
の
一
と
す
可
し
と
信
せ
ざ
る
を
得
ず
。
何
ビ
な
れ
ば
魏 

れ
の
國
に
取

-

^

て
も
相
手
方
の
戰
费
は
之
を
償
ふ
に
餘
ぅ

^

E

额
な
れ
ば
な
ぅ
。
之
を
求
む 

る

も

到

底

出

來

ぬ

談

判

に

，外
.

な
'

ら
ざ
れ
ば
な

6

。
さ
れ
ば
結
局
各
交
戦
國
の
费
し
た
る
所
の 

も

の
は
各
自

^

之
を

.

.

.最
後
ま
で
負
擔
せ

^

る
可
ら
ざ
る
乙

V」

、
な
る
可
し
。
而
し
て
各
自
に 

之
を
，食

®

ぜ
ん
が
爲
め
に
は
各
國
に
於
て
戰
爭
以
前
に
费
し
つ

>あ
6

し
國
費
の
大
部
分
、即 

ち

0 
0
軍
费
に
大
削
減
を
加

.

へV

相
.

互
に
財
政
の
整
理
に
銳
意
す
る
の
外

.

な
か
る
可

&

な
り
。
 

W -

ち
牟

和
.條

約
の
最
も
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重
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要
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：な
る
眼
目
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軍
備
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限
の
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1

事
友
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可
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吾

人

の

偉

じ

て 

疑
は
ざ
る

r

に
し
て
獨
逸
の
國
會

«

員

G
e

o
r

g

 

G
o

t
r

e
i

n
氏

.

が
其
著

3

ゅK
r

i
e

g
s

l
a

s
t

e
n

 

u
n

d

 

i
h

r
e

 

D
e

c
­

k
l

i
n

g

 

中
i :
'

於
て

'

:

.

•

m
c
h

 d
er 

I

f

 

I

I

 I

!

 

f

 
I

f

f

 

I

 
a
ie

 

I

I

 

I

I

I

 

s

 

f

I

暑

V

I

I

I

 

f

 

d
i

e

 

w

i

l

l

 

d
e

r

 

f

l

i

p

 

f

g

丨

§
. 

I

 

I

I

 

B
o
- 

I

I

 

n
o
c
h

 g
e
n

 

w
e
r
d
l

 

der 

I

 

I
 die 

alten 

I

I

I

I

 

I

s

 

t

f

 

g

 

u

f

 

I

 

f

 

a

l

l

 

i

 

民

!

 

f

W
3

r
t

s
c

l
i

a
.

f
t

l
i

c
l

i
c

n

 

'
w

i
e

D Uc
r

c
r

s
t

s
J

T
k

u
n

p
v

 

と
獬
し
た
る
s

 
く
交
戰
國
民
s

中
を
吐
露
し
左
I

の
と
？

可
n

で

交

戰

、諸
國

s

i

諸
國

i

l

s

f

 

f

狀
態
に
ま

! 

" 

" 

^
は
救
は
る
、
も
の
と
云
，ふ
可
し
。

然
れ
'ど
i

交
戰
諸
國
が
互
に
斯
の
如
き 

せ
ん
-
.
J

S

今
2

ら
S

 
く
戰
5

る
可
ら
、f

可
し
。

將
S

ほ
莫
大 

成
H

則
f

を
懷
牲
に
供
し
て
の
後
な
ら
ざ
る
可
"

ず
。

大
敗
戰
を
f

て
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s

f
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し
其
曉
に
非

I

ひ
ば
相

.

互
に
武
裝

I

く
の 

J

 

t

 

、
s '

る
可

t

さ
れ
ど
吾
人
は
早
晚
斯

.

の
如

&

時
期
の
到
來
ず
る
も
の
と

f

せ
ざ

，

、
沿

(

一
二
六
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第
十
號 

一
八

る
を
得
ず
。
然
ら
ず
む

'

ば
此
多
大
な
る
冪
事
'費
を
如
何
せ
ん
。
今
日
の
軍
事
費
が

.

驚
<

多
額
な

' 

る
.

の；
事
實

乙
を
戰
後
各
國
の
武
裝
制
限

を
豫 

て
戰
後
交
戰
各
國
民
の
破

逄
を
救
ふ

の
途
は
唯
此
.
一

B T

す
る
も
の
に
外
な

"

ら
■ざ
る
也

- 

手
段
あ
る
の
み
矣
。

可
&

 

而
し

英

帝

國

會

議

の

進

展

(

下

)

占

部

百

太

郧

(

六)

三

種

の

帝

國

會

議

(

七)

來

る

可

吾

1 ?
法

改

gr
0

H

大

主

義(

八)

帝

國

内

開

の

權

態

^
茶

國

内

:
:
六
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